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今
こ

年
とし

は戦
せん

後
ご

75年
ねん

という区
く

切
ぎ

りの年
とし

であるが、

その振
ふ

り返
かえ

りもままならないほどに新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

ィ
ぃ

ル
る

ス
す

一
いっ

色
しょく

の年となっている。時
とき

がたてば、

このコロナウイルスの世
せ

界
かい

的
てき

流
りゅう

行
こう

も歴
れき

史
し

の 

一
いち

場
ば

面
めん

となるのだろうか。この太
た

刀
ち

打
う

ちできない

ウイルスの 出
しゅつ

現
げん

で、過
か

去
こ

に繰
く

り返
かえ

された感
かん

染
せん

症
しょう

の歴史が 注
ちゅう

目
もく

された。ペ
ぺ

ス
す

ト
と

、ス
す

ペ
ぺ

イ
い

ン
ん

風
か

邪
ぜ

等
など

の感染症の時
じ

代
だい

を 扱
あつか

った 小
しょう

説
せつ

や書
しょ

籍
せき

が

売
う

れた。 

人
ひと

々
びと

は、現
げん

実
じつ

や未
み

来
らい

への不
ふ

安
あん

や 恐
きょう

怖
ふ

に接
せっ

し

て、過
か

去
こ

の記
き

録
ろく

を辿
たど

り、その時代に起
お

こったこと

を知
し

ることで 将
しょう

来
らい

への見
み

通
とお

しを得
え

ようとしたの

だ。「負
ふ

の歴史」と言
い

われるものは、そこに学
まな

べ

ば現
げん

実
じつ

や未
み

来
らい

の苦
く

難
なん

を乗
の

り越
こ

え、生
い

き抜
ぬ

くため

のヒ
ひ

ン
ん

ト
と

となる。 

  

 2011年
ねん

3月
がつ

、日
に

本
ほん

では 東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

が起こ

り、また同
どう

時
じ

に原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

の爆
ばく

発
はつ

事
じ

故
こ

も起

き、人や土
と

地
ち

に未
み

曽
ぞ

有
う

の被
ひ

害
がい

が出
で

た。しかし、被

害の当
とう

事
じ

者
しゃ

とならなかった人々の記
き

憶
おく

は、どん

どん遠
とお

のいていく。現
げん

地
ち

の人たちは忘
ぼう

却
きゃく

の流
なが

れに抗
こう

して、復
ふっ

旧
きゅう

もままならない中
なか

で、被
ひ

災
さい

地
ち

への訪
ほう

問
もん

や体
たい

験
けん

者
しゃ

の語
かた

りなどをセ
せ

ッ
っ

ト
と

にした

ツ
つ

ア
あ

ー
ー

を 行
おこな

い始
はじ

め、被災地の「観
かん

光
こう

地
ち

化
か

計
けい

画
かく

」

を 考
かんが

える人も出てきた。そんな中、2013 年ご

ろに「ダークツーリズム」という言
こと

葉
ば

が、日本国
こく

内
ない

でもよく聞
き

かれるようになった。 

 「ダークツーリズム」とは、もともと 1990 年

 ニュース
に ゅ ー す

の言葉
ことば
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栃

代
だい

のイ
い

ギ
ぎ

リ
り

ス
す

で生
う

まれた、観光の概
がい

念
ねん

を 表
あらわ

す言

葉だ。「ダーク」は「闇
やみ

」とか「暗
くら

い」、「ツーリ

ズム」は「観光」という意
い

味
み

で、「ダークツーリ

ズム」とは災
さい

害
がい

、戦
せん

争
そう

、事
じ

故
こ

等
など

で多
おお

くの人 々
ひとびと

が

死
し

んだり悲
ひ

劇
げき

にみまわれたりした現場
げ ん ば

を 訪
おとず

れ、

そこで起きた出
で

来
き

事
ごと

の記憶を継
けい

承
しょう

するという、

学
まな

びを含
ふく

む旅
たび

のことだ。 

有
ゆう

名
めい

なところではポ
ぽ

ー
ー

ラ
ら

ン
ん

ド
ど

のア
あ

ウ
う

シ
し

ュ
ゅ

ビ
び

ッ
っ

ツ
つ

や、日本では広
ひろ

島
しま

の原
げん

爆
ばく

ド
ど

ー
ー

ム
む

や沖
おき

縄
なわ

の「ひ

めゆりの塔
とう

」があり、戦争

関
かん

連
れん

以
い

外
がい

では、過
か

酷
こく

な労
ろう

働
どう

現
げん

場
ば

として知
し

られ、現
げん

在
ざい

は廃
はい

墟
きょ

となっている炭
たん

鉱
こう

跡
あと

や、産
さん

業
ぎょう

遺
い

跡
せき

としての

大
だい

規
き

模
ぼ

工
こう

場
じょう

跡
あと

、高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

の中
なか

で公
こう

害
がい

に

苦
くる

しんだ地
ち

でもある熊
くま

本
もと

県
けん

の水
みな

俣
また

や、栃
とち

木
ぎ

県
けん

の足
あし

尾
お

銅
どう

山
ざん

跡
あと

等
など

がある。それぞれの地
ち

には時
じ

代
だい

の「明
めい

」の裏
うら

側
がわ

で犠
ぎ

牲
せい

になった人々が大
おお

勢
ぜい

おり、

その「暗
あん

」の記
き

憶
おく

をたどる場
ば

所
しょ

を、今
いま

も地
じ

元
もと

に

残
のこ

している。最
さい

近
きん

はこれらの地
ち

が「ダークツーリ

ズム」への関
かん

心
しん

の高
たか

まりとともに訪
ほう

問
もん

者
しゃ

を増
ふ

や

している。 

 

私
わたし

たちに関
かん

連
れん

深
ぶか

い 中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

を知
し

る

ための場所としては、長
なが

野
の

県
けん

阿
あ

智
ち

村
むら

の「満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

館
かん

」がある。この記念館は、日本で

最
さい

大
だい

の満蒙開拓団
だん

員
いん

を送
おく

り出
だ

し、多
おお

くの犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を生
う

んだ土
と

地
ち

に 2013 年に開
かい

設
せつ

された。今年 7

周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

える。地
ち

の利
り

的
てき

には決
けっ

して便
べん

利
り

な場
ば

所
しょ

とは言えないが、2016 年には当
とう

時
じ

の天
てん

皇
のう

も

訪
ほう

問
もん

し、毎
まい

年
とし

3万
まん

人
にん

程
てい

度
ど

が 訪
おとず

れている。実
じっ

際
さい

に行
い

ってみなければわからない地
ち

勢
せい

的
てき

条
じょう

件
けん

や

村
むら

の風
ふう

景
けい

、そこに住
す

む人々の中に残
のこ

る当時の記
き
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憶
おく

を肌
はだ

で感
かん

じることは、文
も

字
じ

だけではわからな

いリ
り

ア
あ

リ
り

テ
て

ィ
ぃ

があり、亡
な

くなった人々が生きてい

た実
じっ

感
かん

を得
え

ることができる。ここでは、当時を生

きた体
たい

験
けん

者
しゃ

による講
こう

話
わ

や、学
がく

習
しゅう

会
かい

も頻
ひん

繁
ぱん

に

行
おこな

われている。 

「ダークツーリズム」は、近
きん

現
げん

代
だい

の歴史にま

つわる場所が 中
ちゅう

心
しん

で、まだ 新
あたら

しい歴史ゆえに、

その現
げん

場
ば

には、悲
ひ

劇
げき

による 心
こころ

の傷
きず

が癒
い

えていな

い人々もいる。そのような人々の 心
こころ

の傷
きず

を経
けい

済
ざい

活
かつ

動
どう

に使
つか

ってよいのか、という声
こえ

もある。した

がって、訪
ほう

問
もん

する側
がわ

にも一
いっ

定
てい

の 心
こころ

構
がま

えや背
はい

景
けい

知
ち

識
しき

が必
ひつ

要
よう

となる場
ば

合
あい

もあるだろう。また、生
せい

活
かつ

する場
ば

に「ダーク」というイ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

付
づ

けをして

ほしくないと思
おも

う人もいるようだ。 

しかし、歴史には常
つね

に明
めい

暗
あん

の 両
りょう

面
めん

があり、

ダークツーリズムの場所にも「明」の側
そく

面
めん

があ

る。先
さき

の満蒙開拓記念館も、近
ちか

くには豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

や温
おん

泉
せん

、「日本一
いち

の星
ほし

空
ぞら

」を見
み

られるス
す

ポ
ぽ

ッ
っ

ト
と

もあり、大
たい

変
へん

美
うつく

しい 所
ところ

である。 

 

 

 

 

戦後 75 年を迎え、世
せ

代
だい

交
こう

代
たい

していく中で、戦

争体験者世代の記憶は伝
つた

わりにくくなっている。

しかし、このような歴史的
てき

体験は、先の感染症の

時代を生きた人々の記録のように、未来を生きる

知
ち

恵
え

にもなり得
う

るものである。これからは、どう

やってそれを伝
つた

えていくのか、その継
けい

承
しょう

方
ほう

法
ほう

に工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

となるだろう。「ダークツーリズム」

は現
げん

代
だい

の多
た

様
よう

化
か

する旅の一つとして、歴史記憶

の継承の一
ひと

つの在
あ

り方
かた

といえるのではないだろ

うか。              （Bab）                               
   


